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科学界のうらばなし

顧 問 篠 原 卯 吉

緒 論：

産学協同の言葉のごとく産業界と学会は協力し

て社会のためにつくすべきであるが， 現実には逆

の場合が相当ある。例えば公害問題のごとき社会

と結びついた問題が起ると俄かに専門家と称する

者がでてくる。深い学識のないのに政治的に動く

のである。結果は社会に混乱を残す。 これなどは

世間の人が今の学界の内情を知らないから起るこ

とである。同様なことは各自の子弟の進学の際に

も起る。戦後の大学は旧制時代と異り「大学は学

術の中心として広く知識を授けるとともに， 深く

専門の学芸を教授研究し， 知的， 道徳的および応

用的能力を展開させること を目的としている。」

また， 学位も旧制時代は， どんな小さい事柄でも

深く研究すればよかったが， 新制度では学問の分

野が広がり， 細分化されてきたため， 自分の研究

していることが学問全体のなかで， どういう位置

にあるかを知らないではいけないため， 必ずスク

ーリングを課すことになっている。 それなのに現

実は極めて一小部分のみの知識をもとにして社会

を見る人がでるために， まさに「群盲象を語る」

ということになる。今， 二三の例を示すが， これ

によって今の学界の内情を知っていただければ幸

甚である。

理論物理：

戦前は理学部の物理学科といえば実験物理が相

当の勢力をもっていたが， 戦後， 原子爆弾の出現

とか， 湯川博士等がノーベル賞をもらわれたりし

たため， 現在の物理学科は始んど理論物理が主に

なり， 志望の学生も多い。 しかし実情は非常にき

びしいものがある。 一般に理学部の先生は， 研究

者を作ることを主眼としているから， 講義もそれ

ぞれの先生の専門の話を聞くのと輪講ぐらいがせ

い一杯である。 それに引きかえ工学部の先生はそ

れぞれの学科の専門技術者の養成と研究開発とい

う二つの使命をもっているから， 学生にはそれぞ

れの学科の技術者として必要な総合的な常識を教

えるため， 研究用の時間はいたって短かく， わず

か卒業研究として研究の真似ごとをさせるに過ぎ

ない。すると如何にも理学部の方が， 高級に思わ

れるであろうが， 実は各人が色々の仮定をたて，

数式にするのが仕事であるから， 毎日数学の練習

問題をやっているようなものである。 たまたま世

界中のどこかで未知の現象が見つかり， それが説

明できるものであればノーベル賞になる のだか

ら， 宝くじに当るよりむつかしい。
一般に理論物理関係の実験設備を作るには莫大

な費用を要し大規模になるから， 大学はおろか普

通の国でも簡単にはもてず， 特別富裕な国でない

ともてない。文， 多数の下働含の人が必要である。

例えばサイクロトロンでも同様で， 得られるもの

は霧箱の実験にみられる如き写真乾板上にでた粒

子の軌跡である。これを数式で解明した研究者だ

けが名声が上るのであるから，まさに「一将功成り

万骨枯る」である。 しかし一般の大学ではそんな

設備はないから， 前述の如くある仮定を想定して

数式にするのが仕事である。日本でも大学は約950

からあり， そこから毎年卒業する物理専攻の学生

も多いが， その人達が月給をもらえる定員は， ど

の大学にもない。 せいぜい教授， 助教授， 助手二

人， 雇二人ぐらいのものだから， 毎年卒業する学

生の大部分は無給のまま， 何年も大学に通わなけ

ればならない。年令が30オになってても親から仕

送りを受けなくては暮していけない。すると政治

が悪いとか色々不平がでる。従って政治運動など

に入りやすい。

地震学：

政治家と結びついて成功した例は地震学科であ

る。地震学科は昔から学生に敬遠され， 志願者が

少ない学科である。それでも大学紛争の時は一番

遅くまでつづいた。処が東海大地震説に政治家が

乗ったため， 防災関係の予算が大巾につき， 俸給

のついた定員が大巾に増して， 大学紛争も治まっ

た。東海大地震説の論拠は十数年前外国で提唱さ

れたプレート説に基づくものであるが， この証明

は過去の地震の記録と， 今後起り得る地震例であ

る。しかし空の天気予報でも仲々あたらぬのに，

地中のこととなると一層難しい。何時起るかわか
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